
3-2-5 施工計画   

3-2-5-1 施工方針 

本計画が日本国政府の無償資金協力により実施される場合の基本事項は次のとおりである。 

 本計画は、日本政府と「カ」国政府で本計画に係る無償資金協力の交換公文が締結された

後、日本政府の無償資金協力に従って実施される。 

 本計画の実施機関は「カ」国 MPWT、コンポンチュナン州 DPWT およびプレイベン州

DPWT である。

 本計画の詳細設計、入札関連業務および施工監理業務に係るコンサルタント業務は、日本

のコンサルタントが「カ」国とコンサルタント契約を締結し実施する。 

 本計画の道路・排水改修工事、橋梁改修工事は、入札参加資格審査の合格者による入札の

結果、選定された日本業者により「カ」国との工事契約を締結し実施する。 

 

本計画の施工にあたっての基本方針は次のとおりである。 

 建設資機材および労務調達は「カ」国現地調達とする。現地で調達できない場合は、所要

の品質・供給能力が確保される範囲で も経済的となる第三国からの調達とする。 

 施工方法および工事工程は、現地の気象、地形、地質および各工事に影響が及ぶ自然条件

に合致したものとする。 

 可能な限り特殊機材や技術を必要としない一般的な工法を計画する。 

 適切な工事仕様および施工管理基準を設定するとともに、この基準を満足する建設業者の

現場管理組織、コンサルタントの施工監理組織を計画する。 

 工事中の作業員および第三者に対する安全確保を徹底する。特に環境配慮および

AIDS/HIV の教育を行う。 

 工事による既存側溝や河川への水質汚染や増水時期の土砂流出を防止するとともに、コン

クリートプラント、土取場および砕石調達に関しては環境影響を軽減する処置を考慮する

等、環境保全に努める。 

 

3-2-5-2 施工上の留意事項 

 施工計画および施工方法等の策定においては、第三者および施工に従事する者への安全確

保を第一とするとともに、道路利用者、沿道住民等への環境負荷低減を考慮した計画、工

法の選定でなければならない。主な留意事項は次の通りである。 

 

3-2-5-2-1 コンポンチュナン市内の道路と道路排水路の改修 

施工順序：排水施設の建設は、下流側より上流側に向い施工する事を原則とする。 

RC（Reinforced Concrete）管：品質の良い RC 管の製造実績を有する業者は限られているた

めサイトで RC 管を製作する計画とする。 
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鋼矢板工（仮設土留め支保工）：現地の塀、家屋とも、耐震性のないレンガ積みモルタル仕

上げで、鉄筋による補強がなく、振動に対して極めて弱いため、仮設用軽量綱矢板を用い、

掘削機にて少しずつ掘削しながら立込みを行う工法を計画する。 

コンクリート：生コンプラントは、サイトから 1時間以上かかるプノンペンにしかないため、

現場にコンクリートプラントを設置するよう計画する。 

アスファルト合材：プノンペン郊外にプラントがある。輸送用ダンプに覆いをかけて輸送す

れば、気温の高い現地ではアスファルト合材の温度低下の問題なく舗設ができるので、ア

スファルト合材を既設プラントより購入する計画とする。 

 

3-2-5-2-2 国道11号線上の橋梁の架け替え 

コンクリート：生コンプラントは、近くにはないため、8 箇所の橋梁サイトの中間に位置す

る場所にコンクリートプラントを設置するよう計画する。 

RC杭：製作は、生コンプラントの近くで製造し、現場へトレーラで搬入し、現地で調達可能

で施工精度の良いクローラ式杭打機（ディーゼルハンマ・直結3点支持式）で施工する工

法を計画する。 

仮設迂回路橋：既存橋の架替えであるため、仮設迂回路橋の構築→既存橋撤去→本体工事→

交通切回し→仮設迂回路橋の撤去→完成という手順を踏むため、迂回路橋は長期間にわた

り供用される。迂回路橋のほとんどが、雨季の期間も供用されることになる。堤防道路に

架設されている既存橋は、橋・堤防の左右の水位を平衡させる避溢橋であるため、その横

に平行して架設される仮設橋もその長さは既存橋と同程度長さが必要である。仮設迂回路

橋により流路断面積（流積）が阻害されないように計画する。 

アスファルト合材：プノンペン郊外にプラントがある。輸送用ダンプに覆いをかけて輸送す

れば、気温の高い現地ではアスファルト合材の温度低下の問題なく舗設ができるので、ア

スファルト合材を既設プラントより購入する計画とする。 

 

3-2-5-2-3 その他 

(1) 気候についての留意事項 

「カ」国は 11 月～4 月の乾季（メコン河の低水位期）と 5 月～10 月までの雨季（メコン河

の高水位期）になるが、工事は乾季を中心に行う。国道 11 号線においては主に橋梁工事であ

り雨期のメコン河増水時期は河川内の作業は施工不能となるため乾季を中心に施工を行う計

画とする。 

また、コンポンチュナンでの工事は排水構造物が主な工事で施工場所も既設道路を掘削して

排水構造物を敷設するものであるため、降雨による影響は少なく道路の冠水が無い限り施工可

能とした施工計画とする。 
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(2) 周辺住民および工事関係者への安全についての留意事項 

 工事ヤードを明確にし、工事関係者以外の立ち入り禁止措置を実施する。 

 資材運搬車両運転者への安全教育により、交通事故防止対策を実施する。 

 大型建設機械を使用するため、建設機械への見張り員を配置し接触事故防止を行う。 

 

(3) 環境への留意事項 

 既設舗装撤去後の処分については、環境に負担が掛からず適正な処理を実施する。 

 土取場の選定については実施機関と協議の上、周辺環境に対して影響の少ない箇所を選定

する。 

 振動および騒音が生じる工種の実施は、早朝および夜間を避けて行う。 

 工事車両による粉塵対策（散水等）を実施する。 

 関係者への環境情報の提供、掲示、教育、特に労働安全衛生、自然環境保護、保健（マラ

リア予防、性関連感染症の予防、AIDS/HIV 対策等）の教育を実施する。 

 

3-2-5-3 施工区分 

日本と「カ」国の各国政府が分担すべき事項は、表 3-2-15 のとおりである。 

表 3-2-15 各国政府の負担区分 

項  目       内   容 
負担区分 

備   考 
日本国 「カ」国

資機材調達   
資機材の調達・搬入 ○  
内陸輸送路の整備  ○ 

準  備   工 

工事に必要な用地の確保  ○ 現場事務所、資機材置場、作業場等 

占有物移設措置  ○  

土取場・土捨場の確保  ○ 
廃材捨場の確保  ○ 
上記以外の準備工 ○  

工事障害物の撤去 地中障害物の移設  ○ 
本   工   事 道路工事／橋梁工事 ○  

 

3-2-5-4 施工監理計画 

日本のコンサルタントが「カ」国政府とのコンサルタント業務契約に基づき、詳細設計業務、

入札関連業務および施工監理業務の実施にあたる。 
 

3-2-5-4-1 詳細設計業務 

コンサルタントが実施する詳細設計業務の主要内容は次のとおりである。 

・ 「カ」国実施機関との着手協議、現地調査、詳細設計 

・ 詳細設計､図面作成 

・ 資材調達計画､事業費積算 

詳細設計業務の所要期間は、以下のとおりである。 
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・ コンサルタント契約認証後 2 ヵ月 

 

3-2-5-4-2 入札関連業務 

入札公示から工事契約までの期間に行う業務の主要項目は次のとおりである。 

・ 入札図書の作成 

（上記詳細設計期間と並行して作成） 

・ 入札公示 

・ 入札業者の事前資格審査 

・ 入札実施 

・ 入札書の評価 

・ 契約促進業務 

入札関連業務の所要期間は、以下のとおりである。 

・ コンサルタント契約認証後4ケ月 

 

3-2-5-4-3 施工監理業務 

コンサルタントは、施工業者が工事契約および施工計画に基づき実施する工事の施工監理を

行う。その主要項目は次のとおりである。 

・ 測量関係の照査・承認 

・ 施工計画の照査・承認 

・ 品質管理 

・ 工程管理 

・ 出来形管理 

・ 安全管理 

・ 出来高検査および引き渡し業務 
 

施工場所がコンポンチュナンとプレイベンとなり位置的に 200km 以上離れており、管轄の

州公共事業局、さらに主要工種も異なっているため、施工監理業務には常駐施工監理者 1 名お

よび施工監理者１名の計 2 名が必要である。 

工事施工においては、施工業者の安全管理者と協議、協力しながら事故の発生を未然に防ぐ

よう監理を行う。 

 

3-2-5-5 品質管理計画 

コンクリートの品質管理計画を表 3-2-16 に、土工および舗装工の品質管理計画を表  3-2-17 に

示す。 
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表 3-2-16 コンクリート工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 
（仕様書）

試 験 頻 度 

セメント セメントの物性試験 AASHTO M85 試験練り前に１回、その後コンクリート 500m3打設毎に１回
あるいは原材料が変わった時点 

細骨材 コンクリート用細骨材の物
性試験 

AASHTO M6 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場所
が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月１回

粗骨材 コンクリート用粗骨材の物
性試験 

AASHTO M80 試験練り前に１回、その後 500m3毎に１回あるいは供給場所
が変わった時点（納入業者のﾃﾞｰﾀ確認） 

ふるい分け試験 AASHTO T27 毎月１回

水 水質基準試験 AASHTO T26 試験練り前に１回

コンクリート スランプ試験 AASHTO T119 2 回／日

エアー量試験 AASHTO T121 2 回／日

圧縮強度試験 AASHTO T22 各打設毎に 6 本の供試体、1 回の打設数量が大きい場合には
75 m3毎に 6 本の供試体（7 日強度－3 本、28 日強度－3 本）

温 度 － 2 回／日

塩分濃度試験 － 2 回／日

 

表 3-2-17 土工および舗装工の品質管理計画 

項  目 試 験 項 目 
試験方法 
（仕様書）

試 験 頻 度 

盛土工 密度試験（締固め） AASHTO T191 500 ㎡毎

路盤工 
 

現場密度試験（締固め） AASHTO T191 1,000m3毎

締固めおよび一軸圧縮試験 AASHTO T180 1,000m3毎

アスファルト
舗装工 

アスファルト合材の温度 出荷温度、敷均しおよ
び転圧温度測定

５回／日 

骨材のすり減り抵抗試験 AASHTO T96 1,500m3 毎に１回あるいは供給場所が変わった時点（納入業
者のデータ確認）

 

3-2-5-6 資機材等調達計画 

本プロジェクトに必要な建設資材および建設機械は一部を除いて殆どは現地調達が可能であ

る。現地建設業者が多数の建設機械を所有しているため、これをリースする。主要な建設用資材・

機械の調達先を表 3-2-18 に示す。 
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表 3-2-18 建設用資材・機械調達先 

項   目 
調 達 先 

備  考 
現 地 日本国 第三国 

[資 材]     

砕 石 ○    

セメント ○    

砂 ○    

玉 石 ○    

アスファルト ○    

鉄 筋 ○    

コンクリート混和材 ○    

蛇 篭 ○    

ＲＣ杭 ○    

ガードレール ○    

鋼 材   ○ タイ 

型枠用合板 ○    

支保工(木材)、足場用丸太 ○    

燃料、油脂類 ○    

[機 械]     

ブルドーザ ○    

バックホウ ○    

ダンプトラック ○    

クレーン装置付トラック ○    

クローラクレーン ○    

トラッククレーン ○    

ラフテレーンクレーン ○    

クローラ式杭打機 ○    

大型ブレーカー ○    

モータグレーダ ○    

ロードローラ ○    

タイヤローラ ○    

振動ローラ ○    

タンパ ○    

コンクリートプラント   ○ タイ 

コンクリートポンプ車   ○ タイ 

トラックミキサ   ○ タイ 

発動発電機 ○    

アスファルトフィニッシャ ○    

散水車 ○    
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3-2-5-7 実施工程 

実施設計、施工の実施工程表を表 3-2-19 に示す。 

 

表 3-2-19 事業実施工程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 相手国側分担事業の概要 

本計画が実施される場合の「カ」国政府の分担事項は以下のとおりである。 

 本計画の実施上必要な資料／情報の提供 

 プロジェクト影響住民の補償内容の合意取得 

 移転補償、用地取得に必要な予算の確保、支払い 

 工事のために必要な作業ヤード、資材置き場、現場事務所等の用地の提供 

 工事に必要な土取場、土捨場、産廃捨て場用地の確保 

 本計画に関し日本に口座を開設する銀行の手数料の負担 

 本計画の資機材輸入の免税措置、通関手続きおよび速やかな国内輸送のための措置 

 本計画に従事する日本人および実施に必要な物品／サービス購入の際の課税免除 

 本計画に従事する日本人が「カ」国へ入国および滞在するために必要な法的措置 

 本計画を実施するために必要な許認可の取得または発行（建設許可、工事中の交通規制等

の許可、迂回路設置許可、河川内工事許可、土工事許可等） 

 プロジェクト実施に支障となる電柱・電気／通信線・その他の地下埋設物の移設 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

(現地調査)

(国内作業)

(入札関連業務)

（準備工）

国道11号線　橋梁改修（8橋　総橋長：308m）

Kbal Boeung 橋

Snate 橋

Sam Puthcr Ⅱ 橋

Mebon 橋

Tkow I 橋

Ek Ream 橋

Clv-1 Tkov II 橋

Clv-2 Rom Lech 橋

コンポンチュナン市道路改修・排水路整備（国道5号線：2.2km、主要街路：2.4km、排水路：2.6km）

NR-5 

Street -2+ Street-1+Street-3

Drainage-6+ Street-6

Street -2+ Street-1+Street-5

実
施
設
計

施
　
　
　
工

（計　4ヶ月）

（計　24ヶ月）

（片付工）
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 道路建設後の適切な使用および維持管理 

 本計画実施において住民または第三者と問題が生じた場合、その解決への協力 

 両国の分担取り決めに基づく本計画実施上必要となる経費のうち、日本国の無償資金協力

によるもの以外の経費負担のための措置 

 工事中のサイトの安全確保 

 

3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3-4-1 運営・維持管理の体制 

本計画実施後の日常の運営・維持管理は、コンポンチュナン市内道路・排水路についてはコン

ポンチュナン州 DPWT、国道 11 号線橋梁についてはプレイベン州 DPWT により行われる。 

舗装クラックのシーリングおよびポットホールの修繕や軀体の大規模補修等については、

MPWT が担当する。 

本プロジェクトで建設される施設に必要な維持管理は技術的に困難な問題はなく、現在の体制

で運営・維持管理を行うことは可能であると判断される。 

 

(1) 維持管理業務の内容 

必要な維持管理業務は次のとおりである。 

 定期点検：日常維持管理：路面、法面、排水施設、道路・橋梁付属物の清掃等 

 補修：舗装のクラックのシーリング、パッチング、路面表示の再塗布、その他破損箇所

の補修 

 

(2) 維持管理の実施状況と留意点 

維持管理の実施状況は次のとおりである。 

 定期点検・日常維持管理：道路の清掃は比較的良好に実施されているが、排水施設の清掃

が十分とは言えない。 

 補修：車道、舗装の補修は比較的よく実施されている。 
 

事業効果を十分に発現・持続させるため、道路・橋梁の維持管理を十分に行い、常に良好

な走行条件を保つとともに、施設の耐久性の向上を図ることが重要であり、特に次の点に留意

する必要がある。 

 定期的に点検を行い、施設の状況を常に把握しておくこと。 

 清掃、特に排水施設の清掃を十分に行うこと。 

 維持管理に必要な予算を確保すること。 
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3-5 プロジェクトの概略事業費   

3-5-1 協力対象事業の概略事業費   

本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 15.13 億円となり、先に述べた日本

と「カ」国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、以下に示す積算条件によれば、次のとおりと

見積もられる。 

 

3-5-1-1 概略総事業費 

約 1,513 百万円 

 

3-5-1-2 日本側負担経費 

概算事業費 約 1,510 百万円 （10 百万円未満を切り上げ） 

事業内容： コンポンチュナン市道路・排水施設改修および国道 11 号線橋梁改修 

 

表 3-5-1 日本国側負担経費 

費 目 概略事業費（百万円） 

施 

設 

コ ン ポ ン

チュナン市

の道路・排水

施設の改修 

土工 52.5 

1,366.0 

排水工 267.0 
法止め工 3.5 
道路工 510.7 
その他 16.3 

プレイベン

州国道 11 号

線の橋梁改

修 

取付道路工 120.5 
下部工 89.9 
法面保護工 90.7 
橋梁上部工 105.2 
仮設迂回路 73.7 
その他 36.0 

実施設計・施工監理 142.5 
合  計 1,508.5 

 

3-5-1-3 「カ」国側負担経費 

概算事業費 約 39 千 US$（円換算 約 3.0 百万円） 

 

表 3-5-2 カンボジア国側負担経費 

費 目 
概算事業費 

千 US$ 円換算額（百万円） 
銀行手数料 10 0.8 
住民への補償 20 1.5 
用地取得費 9 0.7 
合 計 39 3.0 
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3-5-1-4 積算条件 

① 積 算 時 点：2012 (平成 24) 年 3 月 

② 為替交換レート：1US$=77.18 円（2012 (平成 24) 年 3 月閣議レート） 

③ その他：積算は、日本政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うこととする。 

 

3-5-2 運営・維持管理費  

本プロジェクトで改修される道路・排水施設、橋梁の定期点検・日常維持管理は所管のコンポ

ンチュナン州 DPWT およびプレイベン州 DPWT により実施される。 

2-1-2で述べた通りコンポンチュナン市の道路・排水施設、国道 11 号線の橋梁の維持管理に必

要な年間の費用は、次の通りと見込まれる。 

コンポンチュナン市の道路・排水施設の推定維持・管理費 ： 7.0 千 US$ 

国道 11 号線の橋梁の推定維持・管理費 ： 3.5 千 US$ 
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第4章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクトの前提条件 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

相手国側分担事業がスケジュールの通りに実施されること。 

相手国側分担事業の詳細は 3-3に示す。 

 

4-1-2 プロジェクト全体計画達成のための外部条件 

プロジェクトの効果を発現・持続するため「カ」国による施設の適切な維持管理が必要で

ある。特にコンポンチュナン市内道路の排水施設が定期的に清掃されることが、施設が十分

に機能するために必要である。また、国道 11 号線においては「カ」国政府および ADB 洪水

緊急復旧計画による本プロジェクト対象以外の橋梁改修が実施され、国道 11 号線の全橋が

改修されることにより援助の相乗効果が発現される。 

 

4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

4-2-1-1 コンポンチュナン市道路・排水の改修 

① 本プロジェクトの裨益対象は、コンポンチュナン州住民（約 54 万人）と多数である。 

② 国道 5 号線はプノンペン都からバンコクに抜けるアジアンハイウェー1 号線上にあり、

重要な幹線道路である。 

③ 損傷を受けた路面については、緊急仮補修がなされたものの、一時的な補修であり、

耐久的な舗装により本格的に復旧する必要がある。 

④ コンポンチュナン市の中心地域の道路改修および排水設備整備により今後の湛水によ

る道路損傷が軽減される。 

⑤ 対象道路の維持管理は「カ」国が、自国の資金と人材･技術で行うことができ、高度な

技術を必要としない。 

⑥ 本プロジェクトは、「カ」国の戦略的国家開発計画(2009 年～2013 年)の「交通インフ

ラの改修・整備」に位置付けられる。 

 

4-2-1-2 国道 11 号線上の橋梁の改修 

① 本プロジェクトの裨益対象は、プレイベン州住民（約 106 万人）と多数である。 

② 対象道路は国道 1 号線から国道 8 号線さらに国道 7 号線を結びプノンペン都を通らず

にタイとベトナムを結ぶ重要な幹線道路である。 

③ 今回の洪水の際には越流は確認されなかったものの床版付近まで水位が上がっており、

かなり老朽化している橋梁が多いことから早急な架け替えが必要な状況にある。 

④ ADB が洪水緊急復旧計画により木製５橋の架け替えを決定しており、残りの橋梁架け

替えを日本が行う事は洪水分野での ADB との連携案件としても有効である。 

⑤ 対象道路の維持管理は「カ」国が、自国の資金と人材･技術で行うことができ、高度な

技術を必要としない。 

⑥ 本プロジェクトは「カ」国の戦略的国家開発計画(2009 年～2013 年)の「交通インフラ

の改修・整備」に位置付けられる。 
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4-2-2 有効性 

4-2-2-1 定量的効果 

4-2-2-1-1 コンポンチュナン市の道路および道路排水施設の改修 

期待される効果項目 現状の数値（2012 年） 計画値（2017 年） 

① コンポンチュナン州 DPWT の道路

排水関連維持管理費用（US$/年） 
約 20,000 約 7,000 

② 道路路肩滞水期間（日／年） およそ 50 ほぼ 0 

 

4-2-2-1-2 国道 11 号線橋梁の改修 

期待される効果項目 現状の数値（2012 年） 計画値（2017 年） 

① プレイベン州 DPWT の橋梁道路関

連維持管理費用（US$/年）  
約 8,000 約 3,500 

② 走行速度の向上による旅行時間（国

道 11 号線全線）（分） 
約 120 約 80 

 

4-2-2-2 定性的効果 

4-2-2-2-1 コンポンチュナン市の道路および道路排水施設の改修 

・ 舗装、道路排水施設設置により走行の快適性が向上される。 

・ 歩道設置により交通安全性、歩行の快適性が向上される。 

・ 排水路および流末整備により居住環境が向上される。 

 

4-2-2-2-2 国道 11 号線橋梁の改修 

• 仮橋を永久橋に架け替えることによる通行安全性が確保され、幹線道路としての

機能が強化される。 

• 洪水時の 2 ヶ所のスピルウェイ区間での越流回数・期間が減少する。 

（2000 年及び 2011 年洪水時には水深 20cm 程度の越流があり、期間は合計で約

30 日間であったが、本プロジェクトの実施により、同規模の洪水が発生した場合

でも越流の発生はほぼ解消される見込み。） 
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JICA経済基盤開発部
平和構築・都市・地域開発第二課　課長

2 　田中　幸成 　調査計画
JICA経済基盤開発部
平和構築・都市・地域開発第二課　調査役

3 　玉置　隆一 　業務主任／道路計画 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

4 　大下　副武 　副業務主任／橋梁設計 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

5 　平岡　一幸 　施工計画／積算 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

No 氏名 担当 所属

1 田中　幸成 　調査計画
JICA経済基盤開発部
平和構築・都市・地域開発第二課　調査役

2 玉置　隆一 　業務主任／道路計画 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

3 大下　副武 　副業務主任／橋梁設計 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

4 平岡　一幸 　施工計画／積算 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

5 藤原　英勝 　道路設計 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

6 河尻　達男
　自然条件調査（地形・
　地質・気象・水文）

(株)片平エンジニアリング・インターナショナル

7 西野　 健 　環境社会配慮 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

No 氏名 担当 所属

1 田中　幸成 　調査計画
JICA経済基盤開発部
平和構築・都市・地域開発第二課　主任調査役

2 玉置　隆一 　業務主任／道路計画 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル

3 大下　副武 　副業務主任／橋梁設計 (株)片平エンジニアリング・インターナショナル
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2.  調査行程 

  



  

 

2． 調査行程 

第一次現地調査（2012 年 1 月 23 日～2012 年 2 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

林　宏之
(総　括)

田中　幸成
（調査計画）

玉置　隆一
（業務主任）

大下　副武
（副業務主
任・橋梁設

計）

平岡　一幸
（施工計画・

積算）

1 2012/1/23 月

2 2012/1/24 火

4 2012/1/26 木

5 2012/1/27 金

6 2012/1/28 土

7 2012/1/29 日
現地調査資料
整理

現地調査：
国道11号線

現地調査資料
整理

8 2012/1/30 月
資料収集・整

理
現地調査：
ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ市

資料収集・整
理

9 2012/1/31 火

10 2012/2/1 水

MPWT: Ministry of Public Works and Transport　（公共事業運輸省）

DPWT: Department of Public Works and Transport　（公共事業運輸局）

日
数

年/月/日 曜日

水

JICAｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所への報告 / MOD署名

現地調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ市）

JICA コンサルタント

ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝにて政府諸機関と
の協議

10:45 成田発
15:45  ﾊﾞﾝｺｸ着
18:25 ﾊﾞﾝｺｸ発

19:40 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着

07:30 成田着

DPWTｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝと協議
現地調査：ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ市

MPWTへ報告 /JICAｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所へ報告
20:40 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発
21:45 ﾊﾞﾝｺｸ着
23:50 ﾊﾞﾝｺｸ発

団内協議および現地調査資料収集・整理

DPWTﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝと協議
現地調査：国道11号線

20:40 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発
21:45 ﾊﾞﾝｺｸ着
23:50 ﾊﾞﾝｺｸ発

団内協議/在ｶ国日本国大使館への報告/国道118号線現地調査/MPWTと
の協議

07:30 成田着

3 2012/1/25
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第二次現地調査（2012 年 2 月 13 日～2012 年 3 月 13 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中　幸成
（調査計画）

玉置　隆一
(業務主任・
道路計画)

大下　副武
(副業務主任・

橋梁設計)

平岡　一幸
(施工計画・

積算)

藤原　英勝
(道路設計)

河尻　達男
(自然条件調査)

西野　健
(環境社会配慮)

1 2012/2/13 月

JICA現地事務所と打
合せ

JICA現地事務所と打
合せ

MPWTと打合せ
JICA専門家と打合せ

MPWTと打合せ

3 2012/2/15 水

4 2012/2/16 木
ｻｲﾄ調査(ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ：

国道11号線)

5 2012/2/17 金
MPWT/DPWT関連資料

収集
ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ

ﾝ）
ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ

ﾝ）

6 2012/2/18 土

7 2012/2/19 日

8 2012/2/20 月 資料収集
ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ

ﾝ）
資料収集

9 2012/2/21 火 現地調査・資料収集
ｻｲﾄ調査(ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ：

国道11号線)
現地調査・資料収集

ｻｲﾄ調査（国道11号
線

ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ：土地
局、環境局と打合せ

10 2012/2/22 水

11 2012/2/23 木 調達関連情報収集

12 2012/2/24 金
現地再委託契約／

資料収集
資料収集

ｻｲﾄ調査(ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ
DPWTと打合せ)

13 2012/2/25 土
MPWT用第二次現地調

査中間報告作成

14 2012/2/26 日

15 2012/2/27 月
MPWTに第二次現地調

査中間報告
橋梁設計案作成

ｻｲﾄ調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ
→ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ）

収集資料整理

16 2012/2/28 火 収集資料整理 同上 積算関連情報収集 道路設計案作成
ｻｲﾄ調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ

ﾝ）
同上

17 2012/2/29 水 同上
11号線ADBｺﾝｻﾙと打

合せ情報収集
同上 同上

ｻｲﾄ調査（国道11号
線）

同上

18 2012/3/1 木 同上
Technical Notes案

作成
同上 同上 収集資料整理 同上

19 2012/3/2 金
ｻｲﾄ（骨材生産）調
査（国道11号線）

同上 同上
DPWTﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝと

Technical Notes
協議

20 2012/3/3 土

団内協議／ｻｲﾄ（骨
材生産）調査（ｺﾝﾎﾟ

ﾝﾁｭﾅﾝ）

21 2012/3/4 日

22 2012/3/5 月

11:45 成田発
(TG643)

16:45 ﾊﾞﾝｺｸ着
18:25 ﾊﾞﾝｺｸ発

(TG584)
19:40 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着

MPWTと打合せ／
収集資料整理

23 2012/3/6 火

JICAｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所
と打合せ
MPWT(局長)と協議
MPWT(副大臣)と協議

MPWT(局長)と協議
MPWT(副大臣)と協議

DPWTｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝと
Technical Notes 協
議
MPWT(副大臣)と協議

MPWT(局長)と協議
MPWT(副大臣)と協議

24 2012/3/7 水
Technical Notes作
成

収集資料整理
ｻｲﾄ調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ

ﾝ）
収集資料整理

Ministry of
Environmetと打合せ

ｻｲﾄ調査（ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ） 報告書作成 ｻｲﾄ調査（ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ）

JICA現地事務所へ帰
国報告

MPWTと打合せ
JICA現地事務所へ帰
国報告

MPWTとﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ確認
MPWTとﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ確認
／署名

20:40 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発
(TG583)
21:45 ﾊﾞﾝｺｸ着
23:50 ﾊﾞﾝｺｸ発
(TG642)

ｻｲﾄ調査（国道11号
線）
追加資料収集(ｺﾝﾎﾟﾝ
ﾁｭﾅﾝ）

27 2012/3/10 土
7:00 成田着

28 2012/3/11 日

29 2012/3/12 月

30 2012/3/13 火

2 2012/2/14 火

道路設計案作成

収集資料整理

26 2012/3/9 金

25 2012/3/8 木

収集資料整理／報告書作成

ｻｲﾄ調査
(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

ｻｲﾄ調査(国道11号線)

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

収集資料整理

JICA現地事務所へ帰国報告

JICA

日数 年/月/日 曜日

コンサルタント

　　13:30 成田発(OZ103)
　　16:10 ｿｳﾙ着
　　19:10 ｿｳﾙ発(OZ739)
　　22:50 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着

団内協議／収集資料整理 団内協議／収集資料整理

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ
ﾝ）

収集資料整理

収集資料整理

収集資料整理

収集資料整理

ｻｲﾄ調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

DPWTﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝとTechnical Notes 協議

同上

団内協議／収集資料整理 団内協議／収集資料整理

ｻｲﾄ調査(ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝ：国道11号線)

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ
ﾝ）

ｻｲﾄ調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅ
ﾝ）

団内協議／収集資料整理・解析

収集資料整理・解析

積算関連情報収集

MPWT(Road Infra. Dept)と打合せ／収集
資料整理

同上
23:50 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発(OZ740)

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6:50 ｿｳﾙ着
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9:00 ｿｳﾙ発(OZ102)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11:10 成田着

ｻｲﾄ調査（ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

DPWTｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝとTechnical Notes 協議
MPWT(副大臣)と協議

収集資料整理／報告書作成

同上

橋梁設計案作成
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概略設計説明調査（2012 年 7 月 21 日～2012 年 7 月 28 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中　幸成
（調査計画）

玉置　隆一
(業務主任・
道路計画)

大下　副武
(副業務主任・

橋梁設計)

1 2012/7/21 土

2 2012/7/22 日

3 2012/7/23 月

4 2012/7/24 火

   16:40 ﾅｲﾛﾋﾞ発(EK720)
   22:40 ﾄﾞｩﾊﾞｲ着

5 2012/7/25 水    03:05 ﾄﾞｩﾊﾞｲ発(EK384)
   12:25 ﾊﾞﾝｺｸ着
   13:40 ﾊﾞﾝｺｸ発(PG933)
   14:50 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着

16:30 MPWTと協議

6 2012/7/26 木

7 2012/7/27 金

   19:30 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発(PG936)
   20:40 ﾊﾞﾝｺｸ着
   22:25 ﾊﾞﾝｺｸ発(NH714)

8 2012/7/28 土    06:40 成田着

EOJ： 日本国大使館

MPWT： 公共事業運輸省

DPWT： 公共事業運輸局

MEF： 経済財政省

MD： 討議議事録

                  07:25 成田着

JICA

日数 年/月/日 曜日

コンサルタント

　　               11:00 成田発(JL717)
                   15:40 ﾊﾞﾝｺｸ着
　　               18:15 ﾊﾞﾝｺｸ発(TG584)
　　               19:25 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ着

ｻｲﾄ現況調査(ｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝ）

11:00 MPWT：Road Infra. Dept(Mr. Nay Chamnang)と面会
・準備調査報告書（案）説明
・11号線のADB橋梁工事に関する情報収集

DPWTｺﾝﾎﾟﾝﾁｭﾅﾝと協議
・準備調査報告書（案）説明
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施に際してのカ国側負担事項につき確認

ｻｲﾄ状況調査(国道11号線）
DPWTﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝと協議
・準備調査報告書（案）説明
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施に際してのカ国側負担事項につき確認

11:00 MPWT(Mr. Phalla)と協議
・準備調査報告書（案）説明
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ実施に際してのカ国側負担事項につき確認、等

                         09:00 MPWTと報告書(案)/MD(案)につき協議
                         10:30 MEFと簡易RAPにつき協議
                         14:00 ADBと11号線橋梁改修につき情報交換
                         15:00 MPWTとMD(案)につき協議
                         16:00 MEFと簡易RAP/MD(案)につき最終確認

                         08:00 JICAｶﾝﾎﾞｼﾞｱ事務所へ帰国報告
                         09:00 MPWTおよびMEFとMD最終確認
                         10:00 EOJへ帰国報告
                         15:00 MD署名(MPWT/JICA)

                  20:25 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝ発(TG585)
                  21:30 ﾊﾞﾝｺｸ着
                  23:10 ﾊﾞﾝｺｸ発(JL718)
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3.  関係者(面会者)リスト 

  



  

第一次現地調査（2012 年 1 月 23 日～2012 年 2 月 1 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名 所属

黒木　雅文 在カンボジア日本国大使館　特命全権大使

玉光　慎一 在カンボジア日本国大使館　一等書記官

大總　学 在カンボジア日本国大使館　二等書記官

桑野　忠生
M.P.W.T.
チーフアドバイザー/道路建設・維持管理

Mr. H.E. Tauch Chankosal M.P.W.T.  Under Secretary of State

Mr. Chhim Phalla
M.P.W.T.
Director of International Cooperation
Department

Mr. Kong Sophal
M.P.W.T.
Deputy Director of International
Cooperation Department

Mr. Chou Kolla
D.P.W.T.  Kampong Chnang
Deputy Director

Mr. Ly Chanrithy
D.P.W.T.  Kampong Chnang
Chief of Department

Mr. Meas Kang
D.P.W.T.  Prey Veng
Deputy Director

Mr. Chea Mo
D.P.W.T.  Prey Veng
Deputy Director

Mr. Kry Rathat
D.P.W.T.  Prey Veng
Chief of Department
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第二次現地調査（2012 年 2 月 13 日～2012 年 3 月 13 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属

桑野　忠生
M.P.W.T.
チーフアドバイザー/道路建設・維持管理

Mr. Tauch Chankosal M.P.W.T.  Secretary of State

Mr. Chhim Phalla
M.P.W.T.
International Cooperation Department Director

Mr. Kong Sophal
M.P.W.T.
International Cooperation Department Deputy Director

Mr. Heng Salpiseth
M.P.W.T.
International Cooperation Department Officer

Mr. Nay Chamnang
M.P.W.T.
Deputy Director of Road Iifrastructure Department

Mr. Chao Sopheale Pibal
M.P.W.T.
Technical Chief Officer

Mr. Noun Cham Rong, D.P.W.T Prey Veng  Director

Mr. Meas Kang D.P.W.T Prey Veng  Deputy Director

Mr. Chea Mo D.P.W.T Prey Veng  Deputy Director

Mr. Kry Rather D.P.W.T Prey Veng  Engineer

Mr. Heng Seing Hy Environmental Department Prey Veng

Mr. Cheng Nhann Kampong Chhnang Province  Vice Governor

Mr. Hay Monorom Kampong Chhnang Province Mayor

Mr. Yin Bothorn D.P.W.T Kampong Chhnang  Deputy Director

Mr. York Sophon Kampong ChhnangProvincial Post Director

Mr. Kuch Dara Cambodia Telecom Branch Director

Mr. Chay Leaphea D.P.W.T Kampong Chhnang  Deputy Director

Mr. Ly Chanrithy D.P.W.T Prey Veng  Chief Officer

Mr. Keov vet D.P.W.T Prey Veng Officer

Mr. Or Sovanreak Electricity Kampong Chhnang

Mr. Cheun Vuth Environmental Department Kampong Chhnang

氏名
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概略設計説明調査（2012 年 7 月 21 日～2012 年 7 月 28 日） 

 所属

Mr. Yoshihiro Higuchi
Embassy of Japan
Minister

Mr. Tomohiro Iizuka
Second Secretary
Embassy of Japanecretary

Mr. Tadao Kuwano
M.P.W.T.
Chief Advisor/Road Construction and Maintenance

Mr. Tauch Chankosal M.P.W.T.  Secretary of State

Mr. Chhim Phalla
M.P.W.T.
International Cooperation Department Director

Mr. Kong Sophal
M.P.W.T.
International Cooperation Department Deputy Director

Mr. Nay Chamnang
M.P.W.T.
Deputy Director of Road Iifrastructure Department (In charge of
ADB Bridges on N.R. No.11 Constructon)

Mr. Meas Kang D.P.W.T Prey Veng  Deputy Director

Mr. Kry Rathet D.P.W.T Prey Veng  Engineer

Mr. Yim Vanna D.P.W.T Kampong Chhnang  Deputy Director

Mr. Ly Chanrithy D.P.W.T Kampong Chhnang  Chief Officer

Mr. Sim Samnang
M.E.F.
Deputy Director

Mr. Nhean Vannak
M.E.F.
Deputy Chief

Mr. Heng Honglth
M.E.F.
Deputy Chief

Mr. Chantha Kim
A.D.B.  Programs Officer
Cambodia Resident Mission

Mr. Nida Ouk
A.D.B. Senior Project Officer (Infrastructure)
Cambodia Resident Mission

氏名
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4.  討議議事録（M/D） 
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5. 技術資料 
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